
• 表面割れ検査と異材判別
• 製造ラインに直接投入
• 検査体との自動距離補正
• 多センサの同時制御
• 異材判別モジュール
• マルチロット同時選別
• 良品の遡及学習
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ELOTEST IS500
製造業の様々なアプリケーションを解決する
デジタル渦流探傷装置

ELOTEST IS500 19”/Box 技術データ



多周波異材選別 鋼管溶接シーム検査

鋼管検査 円筒形部品自動検査

シャフト、ピストンロッド検査 8周波異材選別

渦流探傷機器及びシステムELOTEST IS500

製造工程に統合されたインライン検査ではシステムのカスタマイズ性と拡張性が非常に重要視されます。そのうえ
検査要求は非常に多岐にわたり、また厳格です。これらの検査タスクを満たすため、ELOTEST IS500には従来の

割れ検査に加えて異材判別、自動距離補正、カラーマーキングや選別ゲートとともにマスター制御システムとの
接続用インターフェースも搭載しています。これらのELOTEST IS500用モジュールは高性能検査を必要とされる
お客様にご利用いただいております。

製造ラインへのシンプルな統合

ELOTEST IS500シリーズには2つのマルチプレクス機能が搭載されています。1つ目のパラメータマルチプレクスは、
1本のセンサ（プローブ）で複数のパラメータを用いた同時検査を遂行する際に渦流探傷結果を最適化する様々な

シークエンス設定を可能としてます。他方、プローブマルチプレクステクノロジーにより、複数のプローブからなる
プローブアレイを用いることで広範囲の検査体を高速かつ効率的に走査することも可能です。これらの機能を
用いることで、コストパフォーマンス良く分解能や検査スピードを最適化することが出来ます。

多数のプローブを同時に制御する高速マルチプレクス

マルチバッチやマルチ周波に対応した選別モジュールをご用意しております。自己学習「バブルゲート」により本
モジュールは自動的に「良品」の範囲を認識します。検査結果を後から遡及的に良品／不良品を追加／削除
（レトロティーチ）することで判別基準をより最適化することもできます。オプションとして、高速ダイナミック選別
アプリケーション用特別マルチチャネルモードのご用意がございます。このモードは自動的に反転点を決定し、
信頼性の高い高速選別を可能としています。この選別モードはELOTEST IS500用の他のモジュールや部品と
組み合わせることが出来ます。

高速・高精度 異材判別

全てに最先端技術を採用することでトレンドを創出する
インライン渦流探傷装置

製造ラインへ直接投入可能な
割れ検査と多周波材料検査


